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第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に係るアンケート調査について 

 
 

１ 高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定における考え方 

 

(1) これまでの計画の計画期間 
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(2) 計画の策定における考え方 

  高齢者福祉計画・介護保険事業計画は、老人福祉法（第２０条の８）に基づく「市
町村老人福祉計画」、及び介護保険法（第１１７条）に基づく「介護保険事業計画」
を一体のものとして策定し、「かながわ高齢者保健福祉計画」と連携しています。 

  第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定にあたっては、これまでと同様

に計画に関するアンケート調査を実施したうえで、計画の評価・検証を行いながら
進めていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料１ 

第 6期計画 
第 7期高齢者福祉計画・ 

介護保険事業計画 

（本計画） 第 8期計画 

第 9期計画 

平成 37 年度までの中長期的見通し 

団塊の世代が 

全て後期高齢者へ 

※第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画では、第９期計画期間中にあたる平成 37 年度の茅
ヶ崎市の高齢者の状況や介護需要等を見据え、第６期計画から段階的な構築を目指している
「地域包括ケアシステム」の深化・推進に取り組みます。 
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第７期高齢者福祉計画・
介護保険事業計画

高齢社会対策大綱
(平成24年9月7日閣議決定)

高齢社会対策大綱
（平成30年2月16日閣議決定）

第８期高齢者福祉計画・
介護保険事業計画

アンケート

調査

評価・課題

の把握
計画

策定

アンケート

調査

評価・課題

の把握 計画

策定

※高齢社会対策大綱は、経済社会情勢の変化等を踏まえ、概ね５年を目途に見直されます。 
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２ 高齢社会対策大綱における６つの基本的考え方について 
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大綱の目的  

●「人生６５年時代」を前提とした高齢者の捉え方を「人生９０年時代」を前提と

した仕組みに転換させる  

●意欲と能力のある高齢者には社会の支え手となってもらう 

●支えが必要となった時には、周囲の支えにより自立し、人間らしく生活できる尊

厳のある超高齢社会を実現させていく 

基本理念 

●国民が生涯にわたって就業その他の多様な社会的活動に参加する機会が確保され

る公正で活力ある社会 

●国民が生涯にわたって社会を構成する重要な一員として尊重され、地域社会が自立

と連帯の精神に立脚して形成される社会 

●国民が生涯にわたって健やかで充実した生活を営むことができる豊かな社会 

【高齢社会対策大綱 体系図】 

(1)就業・所得 
○エイジレスに働ける社会の実現に向けた環境整備 
○公的年金制度の安定的運営 
○資産形成等の支援 

(2)健康・福祉 
○健康づくりの総合的推進          ○持続可能な介護保険制度の運営 
○介護サービスの充実（介護離職ゼロの実現） ○持続可能な高齢者医療制度の運営 
○認知症高齢者支援施策の推進        ○人生の最終段階における医療の在り方 

○住民等を中心とした地域の支え合いの仕組み作りの促進 

(3) 学習・社会参加 
○学習活動の促進    ○社会参加活動の促進 

(5)研究開発・国際社会への貢献等 
○先進技術の活用及び高齢者向け市場の活性化 ○研究開発等の推進と基盤整備 
○諸外国との知見や課題の共有 

(4) 生活環境 
○豊かで安定した住生活の確保       ○高齢社会に適したまちづくりの総合的推進 
○交通安全の確保と犯罪、災害等からの保護 ○成年後見制度の利用促進 

６つの分野別基本的施策 

(6)全ての世代の活躍推進 

基本的考え方 

基本理念実現のため、次の３つの基本的考え方に基づき高齢社会対策を推進する。 

●年齢による画一化を見直し、全ての年代の人々が希望に応じて意欲・能力をいかし

て活躍できるエイジレス社会を目指す。 

●地域における生活基盤を整備し、人生のどの段階でも高齢期の暮らしを具体的に描

ける地域コミュニティを作る。 

●技術革新の成果が可能にする新しい高齢社会対策を志向する。 
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３ 第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に係るアンケート調査について 

 

  第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定時に実施したアンケート調査の内
容は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般高齢者個別調査
要支援・要介護認定
者個別調査（在宅）

要支援・要介護認定
者個別調査（施設）

介護サービス事業者
調査（施設）

調査対象者

満65歳以上の市民の
方（要支援・要介護認
定者を除く）
※無作為抽出

平成28年10月時点
で、要支援・要介護の
認定を受け、在宅で生
活している方
※無作為抽出

平成28年10月時点
で、要支援・要介護の
認定を受け、施設サー
ビス等を利用している
方
※無作為抽出

市民に介護サービスを
提供している事業所

調査対象者数 4,500人 3,000人 500人 275事業所

調査方法 郵送配布－郵送回収 郵送配布－郵送回収 郵送配布－郵送回収 郵送配布－郵送回収

調査対象者について 調査対象者について 調査対象者について
事業所の概要につい
て

健康状態について 日常生活について 日常生活について
事業実施状況及び今後
の事業展開について

運動について 住まいについて 介護保険について 職員体制について

食生活や口腔につい
て

防災について 自由記入欄
人材確保や育成・定
着について

介護予防事業につい
て

介護者について 自由記入欄

日常生活について 介護保険について

社会参加について
今後の「支え合い」の
あり方について

今後の「支え合い」の
あり方について

自由記入欄

住まいについて

防災について

介護保険について

自由記入欄

調査項目
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４ 第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に係るアンケート調査について 

 

本調査は、主に高齢者を調査対象とし、介護保険サービスや高齢者福祉サービス
の利用状況・利用意向、サービスに対する要望や課題などを把握するとともに、高
齢者の介護予防・健康づくり、日常生活、生きがいづくりなどを調査し、平成３３
～３５年度を計画期間とする第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定の基礎
資料とするため、次のとおり行う。 

 

 

○ 高齢社会対策大綱の基本的考え方を踏まえた視点からの調査とする。 

 

○ 調査対象者及び調査対象者数は第７期策定時のアンケート調査を参考に実施す

る。 

 

○ 高齢者の状態や要望・課題等を継続して把握するため、第７期計画策定時のア

ンケート調査項目を継続して調査する。 

 

○ 平均寿命及び健康寿命の延伸の視点から、介護予防や豊かな長寿社会、セカン

ドライフ、エンディング（人生の最終章をどのように生きたいか）に対する意

識についても調査する。 

 

○ 介護保険制度に関連して、近隣住民の助け合いやボランティアによるサービス

や民間事業者などのサービスの提供・利用についても調査する。 

 

※ 個別の質問項目については、今後精査する。 

 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

  

平成３１年３月  市長より推進委員会へ諮問 

       ５月  事業者の選定 

       ９月  アンケート（案）の作成 

   １１～１２月  アンケート実施 

  平成３２年３月  アンケートをとりまとめ、結果報告書を公表 

     ９月中旬  推進委員会より市長へ答申 

     ９月下旬  第８期計画（素案）作成 

   １１～１２月  パブリックコメント 

 平成３３年１月  第８期計画（案）作成 

       ３月  第８期計画策定 


